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エール リッヒ腹水癌 (- 揺) を家兎に注射して抗血清を作成 し, この抗血清を C 3H マウスに腹腔内投






著るしいものがあり, かかる癌の治療方法は免疫化学療法と呼ぶのが適当と思われる｡ C 3 H マウスに-
癌細胞百万個を腹腔内移植し, 48時間後に抗血清 0.5cc あるいはマイ トマイシン (M M ) 40γLを単独投与
したときのマウスの平均生存日数はそれぞれ 16.0日および 30.3日である｡ 抗血清0.25ccとM M 20γを同時
投与すると10 匹中 5 匹のマウスが 80 日以上生存し, 死亡例の平均生存日数は 36.0日である｡ 抗血清に対
する control としてマウスの正常組織に対する家兎抗血清を用いたが, 何らの効果も認めなかった｡ また
抗血清をマウスの正常組織で吸収してもその効果に著変は認められない｡
M M の投与量 20γ一定 とし, 抗血清の同時投与量を 0.01cc から 0.5cc の範囲で増減すると, 治療効果
は 2群に分かれ, 抗血清の量に比例した連続的変化を示さない｡ 抗血清 0.01- 0.05cc の範囲では治療効果
はほぼ同程度に増強され, 平均生存日数の延長とともに, 20- 60% の治癒例が得られる｡
逆に抗血清の投与量を 0.25cc 一定とし, M M の同時投与量を 1 - 40γに変化すると, 治療効果は単純
に M M の量に比例する｡
--1_I.-15 --･-
抗血清 0.25cc および M M 20γの同時投与法は, - 癌移植後72時間までほほほ同程度に有効であるが,
その後は急速に効果が低下し, 移植 168 時間後に治療を開始してもほとんど無効である｡ しかし反復治療
すると移植後 120 時間の- 癌にも有効である｡ M M 20γおよび抗血清 0.1cc を毎24時 4 回反復投与し, 10
例中 3例の治癒および死亡例の平均生存日数 38.8日を得た｡
同様の実験をナイトロミソ, テスパ ミソ, エンドキサン, トヨマイシン, カルチノフィリン, マ- フイ
リンを用いて行ない類似の結果を得た｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者のいう痛の免疫化学療法とは受動免疫と制癌剤との合併療法という意味で, この合併療法の効果は,
両者のたんなる相加作用から期待されるよりはるかに著るしいというのである｡
著者の実験で C 3 H マウスにエール リッヒ腹水癌細胞百万個を腹腔内移植し, 48時間後に一定量の抗血
清あるいはマイ トマイシンをそれぞれ単独に投与した場合よりも, 両者を合併投与した場合のほ うが生存
日数がはるかにながいことが立証されている｡
著者はまた同様の実験をナイ トロミン, テスパ ミソ, エンドキサン, トヨマイシン, カルチノフィリン,
マ- フイリンをもちいて行ない類似の結果を得ている｡
このように本研究は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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